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Poly(3-sodium sulfo-p-phenylene terephthalamide) (NaPPDT), a water-soluble aromatic 
polyamide hydrogelator, was used as the base molecular hydrogel material. By mixing 
NaPPDT with a complex of electrically conductive polyaniline with a water-soluble polymer, 
we created a conductive composite hydrogel material that has both mechanical properties as a 
molecular hydrogel and electrical conductivity. 
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講演者らは、新規分子性ゲル材料創製研究の一環として、高分子ゲルを形成可能な

新規高分子ゲル化剤の創製検討を行ってきた。これまでに水溶性芳香族ポリアミド系

高 分 子 ヒ ド ロ ゲ ル 化 剤 で あ る poly(3-sodium sulfo-p-phenylene-terephthalamide) 

（NaPPDT）の物性と機能を検討してきた [1-3]。本研究では、母体となる材料として

高分子ヒドロゲル化剤 NaPPDT を用い、そこへ導電性高分子ポリアニリンとリン酸

との複合化により得られた水分散ポリアニリンを混合させることで、分子性ヒドロゲ

ルとしての力学物性と導電性を併せ持つような導電性複合ヒドロゲル材料を創製し

た。今回はその中でも、得られた複合化ヒドロゲル材料のゲル形成能と力学物性の検

討を中心に報告を行う。 

NaPPDT 1wt%ヒドロゲルおよび、ポリアニリンと

リン酸との複合化により得られた水分散ポリアニリ

ン 1wt%水溶液（液体）を混合することで、複合化ヒ

ドロゲルを得た。両成分ともに単独では液状となりう

る濃度領域であったが、複合化することでゲル状態を

保持することが明らかとなった。また機械的外力印加

によりゲル状態からゾル状態になった後に、外力印加

を除くとゾル状態からゲル状態へと回復するという

チキソトロピー性を可逆的に示すことが分かった。 

このように、高分子ゲル化剤および水分散ポリアニリンの複合化により導電性複合

ヒドロゲル材料が作製できた。 
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Scheme 1. Chemical structure of 

NaPPDT. 
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